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膜組織の過酸化脂質はAir群、O2群がN2群に比べ有意に高値であった。胸膜局所における炎症惹起物質を検討す
べくLPS投与２時間後の胸水を採取しRAW細胞（マクロファージ細胞株）培養液中に添加すると、添加２時間後
のTNF-α産生量はsham群5.2±2.4ng/ml、N2群6.5±1.9ng/ml、Air群9.7±1.7ng/ml、O2群9.8±2.0ng/mlであり
Air群、O2群がN2群に比べ有意に高値であった。 
 胸膜腔酸素暴露は肺や胸膜で局所的な酸化障害を惹起し、全身性の炎症反応を増幅した。その機序として胸
膜局所での炎症惹起物質の産生が増加し、全身性の炎症反応を増幅する可能性が示唆された。 
 本研究は、胸膜腔の酸素暴露による炎症病態の修飾メカニズムを解明するという従来の胸部外科の侵襲学の
常識に潜む盲点を突いており独創性が高い。また、本研究により低侵襲手術や炎症病態の重症化対策が可能と
なりうる。よって本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
